
 

 

 

 

 

 

 

  

 

2017

受講登録者

として表彰した（成績優秀者は後掲）。

ベーシック講座は

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

グ、レポートで構成されている。

 カリキュラム

で、１

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

「AI

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

のリーダー像」（

また、

の会社、そして

聞く』

デザイン・マネジメント研究科

務所）

多様化する

ワークショップ

る」を実施した。
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2017 年度ベーシック講座

受講登録者 1018

として表彰した（成績優秀者は後掲）。

ベーシック講座は

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

グ、レポートで構成されている。

カリキュラムの一つで

１日半の日程で７回実施し、全国から

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

AI に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

のリーダー像」（

また、入社２年目の地域

の会社、そして幅広い年代の受講

』の講演枠とは別枠で

デザイン・マネジメント研究科

）、「テクノロ

多様化するニーズに

ワークショップ

る」を実施した。

8-1     

  

201

年度ベーシック講座を

8 名のうち 990

として表彰した（成績優秀者は後掲）。

ベーシック講座は主に地域型社員

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

グ、レポートで構成されている。

の一つであるスクーリングは、昨年

日半の日程で７回実施し、全国から

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

のリーダー像」（OECD 東京センター・村上由美子所長）

２年目の地域型

幅広い年代の受講

とは別枠で、

デザイン・マネジメント研究科

「テクノロジーの最新動向」

ニーズに対応した。

ワークショップでは、「一生使える（伝える）技術」

る」を実施した。 

  

  

2017 度ベーシック講座の成績優秀者を表彰
 

を、昨年 7 月

990 名が修了、その

として表彰した（成績優秀者は後掲）。 

主に地域型社員向けの

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

グ、レポートで構成されている。 

あるスクーリングは、昨年

日半の日程で７回実施し、全国から

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

東京センター・村上由美子所長）

型社員の受講者

幅広い年代の受講者が増えて

、「イノベーティブに思考

デザイン・マネジメント研究科）、「不当要求に対する具体的対応要領」

の最新動向」（東京海上研究所）

対応した。 

「一生使える（伝える）技術」

  

 公益財団法人

ベーシック講座の成績優秀者を表彰

7 月から今年３

が修了、そのうち上位約

として表彰した（成績優秀者は後掲）。 

向けの講座であり、

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

あるスクーリングは、昨年

日半の日程で７回実施し、全国から 995 名（７クラス）

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

東京センター・村上由美子所長）

社員の受講者が大半を占める

増えているため、

「イノベーティブに思考

、「不当要求に対する具体的対応要領」

（東京海上研究所）

「一生使える（伝える）技術」

 

  

公益財団法人

ベーシック講座の成績優秀者を表彰

３月までの９

うち上位約５％にあたる

講座であり、損害保険の重要な知識・情報を確

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

あるスクーリングは、昨年１０月から今年

（７クラス）

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

東京センター・村上由美子所長）などの

が大半を占める一方で

ため、2017 年度から

「イノベーティブに思考する」（慶應義塾大学大学院

、「不当要求に対する具体的対応要領」

（東京海上研究所）の３つの「選択講座」

「一生使える（伝える）技術」や「組織の一員

        

公益財団法人 損害保険事業総合研究所

ベーシック講座の成績優秀者を表彰

９か月間にわたって

％にあたる 45

損害保険の重要な知識・情報を確

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

月から今年１月に東京の損保会館

（７クラス）の受講者が参加した。スク

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

などの演題で講義を

一方で、ここ数年は保険会

年度から『損保業界の先輩に

慶應義塾大学大学院

、「不当要求に対する具体的対応要領」（ほくと総合法律事

の３つの「選択講座」

「組織の一員として輝く自分を創

 

                ２０１

損害保険事業総合研究所

ベーシック講座の成績優秀者を表彰

か月間にわたって開講

45 名を成績優秀者

損害保険の重要な知識・情報を確

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

月に東京の損保会館

が参加した。スク

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

講義を行った。

ここ数年は保険会社以外

損保業界の先輩に

慶應義塾大学大学院 システム

ほくと総合法律事

の３つの「選択講座」を設定して、

して輝く自分を創

 

 ２０１7 年 ５月

損害保険事業総合研究所

ベーシック講座の成績優秀者を表彰 

 

 

 

 

 

開講し、

名を成績優秀者

損害保険の重要な知識・情報を確

実に習得しつつ、自ら考える力をつける内容となっており、通信科目５科目とスクーリン

月に東京の損保会館

が参加した。スク

ーリングプログラムの特別講義では、「コンプライアンス」（中央大学法科大学院・野村修

也教授）、「グローバルな時代と日本経済」（慶應義塾大学大学院商学研究科・柏木茂雄教授）、

に代替されない働き方改革」（法政大学人間環境学部・長谷川直哉教授）、「業界を取り

巻く環境変化と損保業の今後」（東京理科大学経営学部・柳瀬典由教授）、「グローバル時代

。 

社以外

損保業界の先輩に

システム

ほくと総合法律事

を設定して、

して輝く自分を創

５月 1 日 

損害保険事業総合研究所 



2017 年度受講者から以下のような感想が寄せられている。 

 

＜全体＞ 

 

・Web テストやレポート、スクーリング等さまざまなコンテンツがあり、勉強になり集

中して取り組む良い機会でした。 
 

・Web での受講のため、いつでもどこでも受講できることが有り難かったです。 

 

・毎月のテストやレポートの締め切りと日々の業務に追われてしまい、苦しい時期もあり

ましたが、ベーシック講座を受講して良かったと感じています。日々の業務で生かせる

ことばかりなので、ここで学んだことを生かして、業界全体の発展に貢献できるように

なりたいと感じています。本当に受講して良かったです。 

 

・様々な角度から見た保険というものを、ここまできっちり学べる機会はないと思います。 

 全講義がためになりました。 

 

・レポート提出は、自分自身の損害保険に対する考えを改めて見直せるいい機会になりま

した。じっくり時間をかけて考え言葉にすることによって新しい発見もありました。 

 

・普段の実務とはまた違った観点から損保業界について学ぶことができる貴重な機会だっ

た。自社だけでなく業界各社と接点を作ることができ、有意義でした。 

 

＜スクーリング＞ 

 

・受講した内容すべてが真新しい情報や、関心の持てる内容で、非常にテンポよく進むの

であっという間に時間が過ぎたように思いました。 

 

・他社との合同での研修はなかなかないので、価値観を広げる貴重な機会となりました。 

 

・各講義とワークショップの講師のスキルが高く、非常に多くの知識をご教示頂いたよう

に思います。また、物事の捉え方も今後改めていかなければならないと思いました。 

 

・スクーリングは座学がメインかと思っていましたが、予想以上にペアワークやチームワ

ークが多かったので良かったです。 

 

・物事を端的にわかりやすく伝えることの難しさは、日々の業務（事故対応時等）で痛感

しています。今回のワークショップでも、その難しさを改めて認識しました。今回学ん

だことを業務で生かし、少しでもわかりやすい説明ができるよう努めていきたいと思い

ます。 

 

・対照的な働き方をされているお二人の先輩にお話いただき、幅広く自分の働き方を考え

ることができ、自分がこの年次になったら、というイメージができ参考になりました。 

 

 

 

 

 



 

【2017 年度ベーシック講座の受講スケジュールおよび受講科目】 

 

■通信教育科目 
  

科目 開講 実施期限 

第１回：保険総論 7 月 3 日 8 月 7 日 

第２回：保険約款と保険法 8 月 1 日 9 月 5 日 

第３回：保険業法と募集制度 9 月 1 日 10 月 5 日 

第４回：損害保険市場とマーケット変化への対応 10 月 2 日 11 月 6 日 

第５回：損害保険経営の基礎 11 月 1 日 12 月 11 日 

 

■スクーリング 
 

  開催日・時間 

Ａクラス 2017 年 10 月 19 日（木）13：00～10 月 20 日（金）17：00 

Ｂクラス        10 月 26 日（木）12：30～10 月 27 日（金）17：00 

Ｃクラス        11 月 16 日（木）13：00～11 月 17 日（金）17：00 

Ｄクラス        11 月 20 日（月）13：00～11 月 21 日（火）17：00 

Ｅクラス        12 月  7 日（木）13：00～12 月 8 日（金）17：00 

Ｆクラス        12 月 14 日（木）13：00～12 月 15 日（金）17：00 

Ｇクラス 2018 年 1 月 11 日（木）13：00～ 1 月 12 日（金）17：00 

 

■講座修了レポート  
 

テーマ発表 実施期限 

１２月 2018 年１月 

 

■成績優秀者４５名（順不同敬称略） 

  会社名 氏名 

1 東京海上日動火災保険株式会社 栁澤 彩華 

2 東京海上日動火災保険株式会社 古川 香菜子 

3 東京海上日動火災保険株式会社 木原 瑠璃  

4 東京海上日動火災保険株式会社 白井 綾乃 

5 東京海上日動火災保険株式会社 野田 詩織 

6 東京海上日動火災保険株式会社 前川 聡美 

7 東京海上日動火災保険株式会社 島影 純江 

8 東京海上日動火災保険株式会社 白橋 明帆 

9 東京海上日動火災保険株式会社 井口 実優 

10 東京海上日動火災保険株式会社 根本 燿美 

11 東京海上日動火災保険株式会社 久保田 すみれ 

12 東京海上日動火災保険株式会社 千葉 麻理子 

13 東京海上日動火災保険株式会社 髙橋 彩海 



14 東京海上日動火災保険株式会社 小澤 瑞季 

15 東京海上日動火災保険株式会社 三島 奈菜美 

16 東京海上日動火災保険株式会社 水谷 彩乃 

17 東京海上日動火災保険株式会社 都築 茉奈 

18 東京海上日動火災保険株式会社 森川 真美 

19 東京海上日動火災保険株式会社 齊藤 碧 

20 東京海上日動火災保険株式会社 藤岡 美里 

21 東京海上日動火災保険株式会社 西川 綾加 

22 東京海上日動火災保険株式会社 山縣 菜瑠実 

23 東京海上日動火災保険株式会社 岩本 早紀子 

24 東京海上日動火災保険株式会社 板垣 彩子 

25 東京海上日動火災保険株式会社 松野 紗季 

26 東京海上日動火災保険株式会社 鈴木 麻未 

27 東京海上日動火災保険株式会社 関田 真弓 

28 東京海上日動火災保険株式会社 中島 千尋 

29 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 清水 由貴 

30 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 伊藤 紗恵 

31 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 佐々木 美香 

32 損害保険ジャパン日本興亜株式会社 煎栄 佳英 

33 三井住友海上火災保険株式会社 石川 梨乃 

34 三井住友海上火災保険株式会社 伊藤 まい 

35 三井住友海上火災保険株式会社 遠藤 綾菜 

36 三井住友海上火災保険株式会社 川嶋 古都 

37 三井住友海上火災保険株式会社 杉山 ゆう 

38 三井住友海上火災保険株式会社 田中 あゆみ 

39 三井住友海上火災保険株式会社 仲谷 彰恵 

40 三井住友海上火災保険株式会社 ⻑友 香澄 

41 三井住友海上火災保険株式会社 中村 香菜 

42 三井住友海上火災保険株式会社 野村 麻優 

43 三井住友海上火災保険株式会社 入江 真優 

44 日新火災海上保険株式会社 高嶋 優 

45 エイチ・エス損害保険株式会社 非公開 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

〒101-8335 千代田区神田淡路町 2-9 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

教育研修部 金子 03-3255-5512 


